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　ただのビルになりがちな都市型大学は、ビルの中で何が

行われているのか、何を学んでいるのか分からない。そこ

で、上下階をつなぐ４つのスリットをもつ大学・アトリエ

・住居の複合施設を計画した。そのスリットを通して、歩

道から大学内が見える。またそのスリットが建物内の空間

をつなげる。オフィスや他大学が密集する街、神保町で外

部から刺激を受けて学生生活を送れるような大学施設をめ

ざした。

【講評】これからの都市型大学のあり方を踏まえ、魅力的

な建築空間を創り出している。テーマである４つのスリッ

トは内部機能をつなぐと同時に、自然光を美しく取り込む

装置であり、街へ活動を発信する発光体でもある。内部に

身を置いてみたい。おそらく自然光に浮かび上がる四周の

インテリアが季節と時の流れを物語り、感性を刺激してく

れるに違いない。「もっと大胆に」との指摘もあろうが、

逆に根拠をないがしろにした「大胆さ」を排除する姿勢に

賛同する。建築計画的アプローチ、構造・設備計画などへ

の真摯な追求が、君の柔らかな発想にリアリティをもたら

し、いずれ確信をもった「大胆さ」を生み出すだろう。学

ぶことが山積する建築界においては、それが思い通りの建

築を実現する近道である。

　　　　　　　　　　　　　　　　（審査員：柳瀬寛夫）
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